
ある日のギャンブル依存症自助ミーティング 

 

以下、司会者を「司」」、参加者を「A」「B」」「C」」で、また、個人が特定されないようプ

ライバシーに関することは◯で表記します。 

 

司） みなさん、本日はようこそお集まりくださいました。これからミーティングを始めます。

さて、今日のテーマは何にしましょうか？ 
 
A） 「スロットをやりたくて仕方がない自分」というのはどうですか。 
 
司） 今、提案してくださったテーマで進めて行きましょう。時間の許す限り、それぞれ

話すことにしましょう。 
 
B） スロット依存症の◯です。中学を卒業して働き始めた時に、友達から誘われ初め

てパチンコ屋に行って大当たりをしてしまいました。それ以来毎日スロットに通うように

なりました。多い時で一日 3 万円とか 5 万円くらい使い、給料はほとんど失ってしまい

ました。仕事のストレスもあったのかもしれません。どうしても止めることができなくて、ス

ロットで手持ちの金を全部使い果たし、どうにもこうにもならなくなって、結局仕事も住ま

いも失い、路上生活をするようになってしまいました。今、お部屋でやり直しをしている

のですが、正直毎日スロットをしたくて仕方がありません。仙台夜まわりグループの協

力で、今、金銭管理をしてもらっています。この半年はなんとか自重していますが、もし

手元に金があると、自分の意志ではどうしようもなく、スロットに行ってしまうかもしれま

せん。スロットに行きたいという気持ちを紛らわすために、毎日のように友人のところに

遊びに行って、YouTube のアニメを観て気を紛らわしています。一日も早く別の趣味を

持って、自分の生活を立て直したいと思っています。 
 
C） 自分もスロット依存症です。幼い頃から両親に連れられ毎日パチンコ屋に行くよう

な家庭環境でした。スロットを初めてやってのは 5 才くらいです。両親がやっている傍

で、コインを渡され遊び半分でやっていたのを覚えています。中学、高校生になると一

人でも行くようになって、高校卒業後に就職してからは、仕事のストレスもあって、ほと

んど毎日のように行きました。生来真面目な性格で、仕事は本当に一生懸命しました。

そんな自分ですが、もしスロットで浪費していなかったら、今頃、高級外車とか家一軒く

らい買えたのかもしれません。でも、どうしても止められずに散財し、アパートの家賃や

生活費まで手をつけ、結局、ホームレスになってしまいました。幸い、今、再び部屋に

入ることができたので、これからのことを考えるようとしているのですが、いつも頭の中

はスロットのことでいっぱいなのです。どうしたら良いのか、悶々と毎日を過ごしていま

す。 
 
司） それでは、以前のようにならないために、みなさんが心がけていることはあります

か？ 



 
B） とにかく我慢することです。一度店に入ってしまうと、「このへんで止めておこう」と

いうことができなってしまうからです。気がつくと、とにかくスロットのことを考えている自

分がいるので、何か気を紛らわすこと、何か他に熱中できることを探しています。 
 
C） もしかしたら、自分は育児放棄（ネグレクト）の両親のもとに育てられたのかもしれ

ないと思っています。幼い頃の記憶が無意識に行動や生き方に出てしまうからです。

これまで、何をするにも自信がなかったし、神経質すぎるほど生真面目に色々なことに

固執する自分がいました。今でも睡眠導入剤と安定剤が手を放せません。そういう自

分をきちんと見つめ直し乗り越えたいです。 
 
A） この半年間はスロットに行っていません。自分では長い方と思います。それまでは

スリップの繰り返しでした。スロットに行かないと「死んでしまう」と思ってしまう自分でし

た。今は、回鍋肉や餃子などの美味しい料理を手作りして食べたり、友達のところで

YouTube を観たりして、何とか一日を過ごしています。 
 
（中略） 
 
司） 今日は来てくださってありがとうございます。お会いできてよかった。次回もぜひ

いらしてください。 

 

 

「カジノを含む統合型リゾート法（IR法）が国会で成立し、カジノを建築する都道府県

の選定が進められているこの国で、国民全体の 3.6％、約 320 万人がパチンコ屋パチ

スロの依存症と言われています。私たちの 20 年を超える路上生活者支援活動におい

て、ギャンブルやアルコールなどの依存症が原因で路上に陥ってしまった人たちが引

も切りません。 

そのように生活破綻をした彼ら、彼女らに、「自立」と称し、部屋と仕事をあてがい、

一丁上がりでは、何の解決にもなりません。依存症者への丁寧な回復支援、見守り支

援を実施し、それぞれが抱える根本的な問題に届いていかない限り同じことの繰り返

しで、再び路上に陥る危険性が高いからです。依存症は、単なる酒好き、賭け事好き、

〜好き、にとどまらず、様々な要因によって、誰しもが罹患するやもしれない、治療が

必要な病気であることを痛感させられています。 

 


